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千葉大学における日韓共同理工系学部留学生事業修了生に関する調査報告 
―１期生～３期生を対象として― 
                           佐藤 尚子・東田 喜輔 
要旨 
    2000 年度より始まった日韓共同理工系学部留学生事業の第 1 期生として千葉 
大学に配置された 3 名が 2007 年 3 月に修士課程を修了し、また、第 3 期生が学 
部を卒業した。これを機に第 1 期生から第 3 期生の指導教員と、第 1 期生および 
第 3 期生の学生を対象に調査を実施した。指導教員からは学生に対する高い評価 
を、学生からも満足度の高い学生生活が送れたという評価を得た。 
 
1  はじめに 
 1998 年 10 月に小渕恵三首相（当時）と金大中韓国大統領（当時）により、日韓共同宣
言が発表され、それに基づく新たな留学生事業として「日韓共同理工系学部留学生事業」
（以下、日韓プログラムとする）が 2000 年度より 10 年計画で始まった（この事業は 2009
年度に渡日する第 10 期生をもって終了する）。千葉大学では第 1 期生 4 人を受け入れて以
来、現在まで、毎年、日韓理工系学部留学生（以下、日韓プログラム生とする）を受け入
れている。今年度、学部卒業後、千葉大学自然科学研究科に進学した第 1 期生 3 名が博士
前期課程を修了し、日本で就職することになった。また、学部を卒業した第 3 期生のうち
2 名が他大学の修士課程に進学し、千葉大学を離れることになった。一方、日韓両政府の
間では 2010 年度以降の新規事業について、すでに協議が始まっている。本報告では、第１
期生から第 3 期生を指導した教員と、第 1 期生と第 3 期生に対して行った調査をもとに、
日韓プログラム生に対する教員の評価と、千葉大学での教育および研究活動に対する学生
の評価を報告し、今後の対応について検討を行う。 
 
2  第 1 期生～第 7 期生の動向 
 千葉大学では 2000 年度に第 1 期生を受け入れてから、現在まで、毎年、学生を受け入れ
てきた。その受け入れ状況と動向を表 1 にまとめた。 
 
3  指導教員に対する調査 
3.1 指導教員に対する調査について   
 第 1 期生～第 3 期生を指導した教員に対し、アンケート調査（資料 1）を実施した。 
    調査時期：2007 年 3 月 
 調査目的：日韓プログラム生の学部生として実情を指導教員からの評価によって知るこ      
とを目的とする。 
 調査対象：第 1 期生～第 3 期生の指導教員 10 名（除籍になった学生の指導教員も含む） 
 回 答 数：8 
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3.2 指導教員に対する調査の結果  
 表 2 に指導教員に対するアンケート調査の結果をまとめた。 
 
表 2 指導教員に対するアンケート調査の結果 
 
回答数（N=8) 質問項目 
とてもよい よい 悪い とても悪い 無回答
1.受入学生の「学部生」としての全体評価 4 3 1   
2.学業面に対する評価 2 5 1   
3.研究態度についての評価 4 2 1  1 
4.日韓プログラム生を受け入れての評価 3 4   1 
 はい いいえ 無回答
5.生活や進路についての相談を受けたことがあるか 7 1  
 
  「5.生活や進路についての相談」の内容について挙げられているものを表 3 にまとめた。 
 
表 3 生活や進路についての相談内容（複数回答あり） 
 
項目 回答数
進学について 
奨学金について 
兵役について 
就職について 
進路について 
    2 
    2 
    2 
    1 
    1 
 
 自由記述欄には「学部ではそれなりの資金がでるが、大学院になるとその援助がなくな
る。大学院進学後も日韓共同理工系留学生として待遇すべきだと考えます」「多くの韓国か
らの学生を引き受けることが重要です。そのためにも千葉大を宣伝する必要あり」という
意見が寄せられた。 
 一部の学生に対する評価を除いて、指導教員は日韓プログラム生の学部生としての資質、
学業・研究に対する態度及び受け入れについて、高い評価をしていることがわかった。 
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4  学生に対する調査 
4.1 学生に対する調査について 
  第 1 期生と第 3 期生に対し、アンケート調査（資料 2）とインタビューを実施した。 
 
 調査時期：2007 年 3 月 
 調査目的：日韓プログラム生のこのプログラムおよび千葉大学での教育と研究活動に対 
する評価ならびに満足度を知ることを目的とする。 
 調査対象：第 1 期生および第 3 期生の 6 名 
 回 答 数：5 
 
 それぞれの質問ごとに表 4～10 に学生の回答をまとめた。 
 なお、表 4～10 の回答の後にある（ ）内の数字は回答数である。学生の回答をそのま
ま載せたものについては「 」をつけた。それ以外は筆者が同じ種類の回答をまとめたも
のである。 
 
4.2 調査の結果 
4.2.1 日韓共同理工系学部留学生事業について 
表 4 第 1 期生および第 3 期生に対するアンケート調査（日韓共同理工系学部留学生事業 
   について）の結果 
 
Ⅰ 日韓共同理工系学部留学生事業について 
１．日韓共同理工系学部留学生事業をどうやって知りましたか。 
 回答：高校の先生からの情報で(3)、高校の先輩からの情報で(1)、新聞記事で(1) 
２．どうしてこの事業に参加しましたか。 
 回答（複数回答あり）：奨学金がもらえる(2)、専門の勉強ができる(2)、 
    留学したかった(1)、日本に興味があった(1)、自分の世界を拡げるため(1) 
３．この事業に期待していたことは何ですか。 
 回答：日本を知ること(2)、「プログラムの内容がしっかりしていること」、 
    「新たな生活と高い水準の教育」、「新しい環境への挑戦」 
４．期待通りになりましたか。 
 回答：はい(5) 
５．この事業についての満足度はどうですか。 
 回答：とても満足している(2)、満足している(3) 
        理由として、「留学するにあたってほぼ全ての面で支援していただいた」 
    「大学院まで勉強でき、色々学べました」「日本を知ることができ、 
     自分の世界も拡げることができました」「やりたいことは大部分できた」 
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 日韓プログラムは新規事業で、受け入れる大学側の体制も不備で、試行錯誤を続けてプ
ログラムの充実を図っていった。新規事業として始まった日韓プログラムの初期に在籍し
たこれらの学生は、未知の世界への挑戦であった。そのような状況の中で過ごした彼らが
このプログラムに高い評価をしていることが明らかになった。 
 
4.2.2 千葉大学について 
 
表 5 第 1 期生および第 3 期生に対するアンケート調査（千葉大学について）の結果 
 
Ⅱ 千葉大学について 
１．どうして千葉大学を希望しましたか。 
  回答：勉強したい専門がある(3)、東京に近い(1) 
２．千葉大学は第１希望でしたか。 
  回答：はい(1) 
３．千葉大学に期待していたことは何ですか。 
  回答：専門の内容(3)、高い教育水準(1) 
４．期待通りになりましたか。 
  回答：はい(4)、無回答(1) 
５．千葉大学に対する満足度はどうですか。 
  回答：とても満足している(1)、満足している(4) 
           
 第 1 期生から第 3 期生までの各大学への配置は、4 期生以降とは異なり、韓国での予備
教育修了後の試験の結果と希望によって決められた。プログラムが始まった頃は、日本の
大学の情報があまり知られておらず、特定の有名大学、特定の分野に学生の希望が偏る傾
向があった。そのため、千葉大学を第１希望にした学生は 5 名中 1 名だった。しかし、入
学後は千葉大学の教育および研究活動に満足し、高い評価をしていることが明らかになっ
た。 
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4.2.3 学習について 
 
表 6 第 1 期生および第 3 期生に対するアンケート調査（学習について）の結果 
 
Ⅲ 学習について 
１．学部：あなたは普遍科目でどのような科目がやさしくて、どのような科目が 
    難しかったですか。 
 回答：特になし(1) 
       やさしかった科目：日本語、英語(2) 
       難しかった科目：心理学、日本事情、コア科目（法と経済、心理学など） 
                       コア科目（経済学） 
２．学部：あなたは専門科目でどのような科目がやさしくて、どのような科目が 
   難しかったですか。 
  回答：特になし(2) 
        やさしかった科目：化学、微積分、情報数学、都市デザインⅠ 
        難しかった科目：物理(2)、都市構造、 
３．普遍教育の中で韓国人留学生にとって理解するのが難しかったり、取っつきにく 
    かった科目はありますか。 
  回答：はい(1)「日本建築史」 
        いいえ(4) 
４．学部に入ってから、どのぐらいの時期から授業で日本語に不自由しなくなりまし 
    たか。 
  回答：３か月後(1)、半年後(3)、１年後(1) 
 
   学部入学後、１年生の後期からは授業で日本語にそれほど不自由しなくなり、授業が受
けられるようになった様子がうかがえる。また、背景になる知識をあまり持っていない心
理学、経済学などの普遍教育科目、日本建築史のような専門科目に苦労していたことがわ
かる。 
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4.2.4 学生生活について 
 
表 7 第 1 期生および第 3 期生に対するアンケート調査（学生生活について）の結果 
 
Ⅳ 学生生活について 
１．大学でクラブ・サークル活動に参加していましたか。 
  回答：はい(3)「絵画サークル」「マジックサークル」など 
        いいえ(2) 
２．日本人の友達はいますか。 
  回答：はい(5) 
 
 クラブ・サークル活動に参加していた学生は「多くの日本人学生と交流があった」、クラ
ブ・サークル活動に参加していなかった学生も「学科や研究室の日本人学生と交流し、多
くの日本人の友人がいる」とインタビューで述べている。 
 
4.2.5 大学院について 
 
表 8 第 1 期生および第 3 期生に対するアンケート調査（大学院について）の結果 
 
Ⅴ 大学院について 
１．大学院に入ってから経済的な面ではどのようにしていましたか。 
    回答（複数回答あり）： 
     第１期生  韓国からの仕送り(1)、奨学金(2)、アルバイト(1) 
       第３期生（４月以降の見込みとしての回答を掲載した） 
                韓国からの仕送り(1)、奨学金(1)、アルバイト(2) 
２．大学院修了後の進路について、教えてください。 
    回答：第１期生 日本で日本の企業に就職する(2) 
          第３期生（修士課程修了後の希望としての回答を掲載した） 
                   日本で働きたい(1)、日本で働いた後、帰国する(1)、兵役(1) 
 
 大学院進学後は奨学金の支給がなくなるため、経済面で苦労している様子がうかがえる。 
指導教員に対するアンケートの中でも、大学院進学後は、アルバイトに時間が取られ、授
業を欠席することが多いという主旨の回答があった。大学院修了後については、男子学生
は、兵役のため、帰国せざるを得ない場合が多いが、女子学生はそのまま日本で就職を希
望するケースが多いことがわかる。今回のアンケートに回答しなかった１期生１名（女子）
も日本で日本の企業への就職を決めている。 
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4.2.6 予備教育について 
 
表 9 第 1 期生および第 3 期生に対するアンケート調査（予備教育について）の結果 
 
 Ⅵ 学部入学後から見て、日本語予備教育はどうでしたか。予備教育期間中に勉強 
   したら良いこと、不必要だったことなど、意見を書いてください。 
   回答：「教育内容は充実していると思う。（予備教育期間中に）日本語能力試験を 
    受けた方がいいと思う」 
       「予備教育期間中より実際、入学後(のほう)が効率よく日本語が学べました」
       「専門科目で使われる用語を前もって知っていたら助かっただろう。そのよう
    な授業があってもいいかもしれない」 
       「もう少し日本人との交流があったほうがいいと思います」 
       「役に立ちました」 
 
 これらの学生からの意見を今後の予備教育に役に立てていきたい。インタビューの際、
「予備教育期間中の日本語の授業は日韓プログラム生専用のクラスを設けるのではなく、
他の外国人留学生といっしょに勉強できるようにしたほうがいい」という意見が出された。
このことについては、日本語の授業のカリキュラムの変更等により、第５期生（2004 年 10
月渡日）以降は他の外国人留学生といっしょに学ぶようになっており、この問題は解決さ
れている。 
 
4.2.7 学部のガイダンスについて 
 
表 10 第 1 期生および第 3 期生に対するアンケート調査(学部のガイダンスについて)の   
結果 
 
Ⅶ 学部入学時に行われたガイダンスはどうでしたか。 
  回答：満足(4)、不満(1)「わかりにくかった」 
 
   概ね、満足していることがわかった。このほか、意見として、「ウェブでガイダンスを
する方法を考えてほしい」という意見があった。後から知りたいことが出てきたときに、
ウェブが使えると便利であるという意見である。参考にする必要があろう。 
 
5 今後に向けて 
 全体的に、指導教員が日韓プログラム生に対し高い評価をしていること、日韓プログラ
ム生もこのプログラムに、そして、千葉大学の教育および研究活動に対し、高い評価をし、
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充実した学生生活を送ったことが明らかになった。 
 これらの結果を、今後、入学する日韓プログラム生の指導および 2010 年度以降の新規事
業の検討材料として、有効に活用したい。 
 なお、この調査は 10 期生が学部を卒業するまで続ける予定である。今後も報告を続けた
い。 
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資料１ 
 
日韓共同理工系学留学生：受入教員に対するアンケート 
 
所属：     学部      学科 
 
氏名：             
 
指導学生名：            
＊上記の学生を、修士課程でも指導していますか。□はい □いいえ 
 
１．受入学生の「学部生」としての全体の評価はいかがでしたか。 
    □とてもよい □よい □悪い □とても悪い 
所見： 
 
 
 
２．学業面（授業態度、成績、単位取得状況、出席率等）に対する評価はいかがでしたか。 
    □とてもよい □よい □悪い □とても悪い 
所見： 
 
 
 
３．研究態度についてはいかがでしたか。 
    □とてもよい □よい □悪い □とても悪い 
所見： 
 
 
 
４．日韓共同理工系学部留学生を受け入れていかがでしたか。 
   □とてもよい □よい □悪い □とても悪い 
所見： 
 
 
 
５．生活や進路について相談を受けたことがありますか。 
    □ はい  →内容についてお差し支えなければお答えください。 
                （                            ） 
    □ いいえ 
 
６．その他、何かございましたら、お書きください。 
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資料２ 
 
日韓共同理工系学部留学生アンケート（学生用） 
 
日韓共同理工系学部留学生第    期 
 
名前：                                                     男 ・ 女 
 
学部・学科：                学部         学科 
 
修士課程：       大学         研究科                       専攻 
 
Ⅰ 日韓共同理工系学部留学生事業について 
１．日韓共同理工系学部留学生事業をどうやって知りましたか。 
 
 
２．どうしてこの事業に参加しましたか。 
 
 
３．この事業に期待していたことは何ですか。 
 
 
４．期待通りになりましたか。 
    □はい □いいえ 
 
５．この事業についての満足度はどうですか。 
    □とても満足している  □満足している □不満である □とても不満である 
理由： 
 
 
Ⅱ 千葉大学について 
１．どうして千葉大学を希望しましたか。 
 
 
２．千葉大学は第１希望でしたか。 
 
 
３．千葉大学に期待していたことは何ですか。 
 
 
４．期待通りになりましたか。 
    □はい □いいえ 
 
５．千葉大学に対する満足度はどうですか。 
    □とても満足している □満足している □不満である □とても不満である 
理由： 
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Ⅲ 学習について 
１．学部：あなたは普遍科目でどのような科目がやさしくて、どのような科目が難しかっ
たですか。 
やさしかった科目： 
難しかった科目： 
 
２．学部：あなたは専門科目でどのような科目がやさしくて、どのような科目が難しかっ
たですか。 
やさしかった科目： 
難しかった科目： 
 
３．普遍科目の中で韓国人留学生にとって理解するのが難しかったり、取っつきにくかっ
た科目がありますか。 
    □はい →どの科目ですか。（                       ） 
  □いいえ 
 
４．学部に入って、どのぐらいの時期から授業で日本語に不自由しなくなりましたか。 
 
 
Ⅳ 学生生活について 
１．大学でクラブ・サークル活動に参加していましたか。 
    □はい    →どんな活動ですか（                     ） 
    □いいえ 
 
２．日本人の友達はいますか。 
    □はい □いいえ 
 
Ⅴ 大学院： 
１．大学院に入ってからは経済的な面ではどのようにしていましたか。 
  □ 韓国からの仕送り 
  □ 奨学金をもらっている 
           →奨学金の名称（                     ） 
       →金額        （                                          ） 
    □ アルバイトをする 
  □ その他 （                           ） 
 
２．大学院卒業後の進路について、教えてください。 
 
 
Ⅵ 学部入学後から見て、日本語予備教育はどうでしたか。予備教育期間中に勉強したら  
いいこと、不必要だったことなど、意見を書いてください。 
 
 
Ⅶ 学部入学時に行われたガイダンスはどうでしたか。 
    □満足である 
  □不満である →どんな点が不満でしたか（                 ） 
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